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平成26年度 廃棄物資源循環学会 企画セッション
企画趣旨

熱・エネルギー供給と
廃棄物処理施設(2)

廃棄物計画部会

代表 中村恵子

廃棄物計画部会『熱・エネルギーと廃棄物処理施設』取組

■活動計画 基本方針：

①「グリーンイノベーション時代を見据え、３Ｒの推進時に環境負荷とＧＨＧ削減、

資源・熱エネルギー回収を実現する効率的な運営・コスト負担の在り方から、

従来の枠組みを問い直し、新たな廃棄物計画のあり方を提起できる活動」

②「東日本大震災の災害廃棄物のような緊急課題に柔軟に対応する活動」

■平成2５年度第２４回研究発表会 企画セッション(外部）

『熱・エネルギー供給と廃棄物処理施設』
■コーデイネーター 由田秀人氏（学会副会長）

■パネリスト

● 「日本の廃棄物処理施設の熱・エネルギー供給の可能性と現状」

鳥取環境大学 田中 勝氏

●「熱・エネルギー供給からみた県・市町村の廃棄物処理計画」

埼玉県環境科学国際センター 鈴木和将氏

●「熱・エネルギー供給を有効にするための廃棄物処理施設の立地」

日本大学理工学部 橋本 治氏

■論点 「立地」 「規模」
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平成2５、２６年度研究会・幹事会（内部）
■平成２５年度第１回研究会・幹事会７月2７ 日（ 東京 機械工具会館）

『廃棄物処理施設の位置づけ』 健康・環境デザイン研究所 中村恵子氏

■平成２５年度第２回研究会・幹事会９月２８日（東京 三田いきいきプラザ

『廃棄物処理施設からの熱・エネルギー供給の状況について』

環境省大臣官房 廃棄物・リサイクル対策課長 山本昌宏氏

◇海外施設見学会１０月１０日～１２日 （韓国 ソウル）

１．首都圏埋立地２．ソウル市SRセンター３．江南資源回収施設（焼却施設）

◇国内施設見学会１１月１日 北海道熱供給公社 中央エネルギーセンター（札幌）

□平成２５年度准研究会１１月２８日 （東京 都道府県会館）

『低炭素社会の実現に向けて～廃棄物処理の選択肢』特別シンポ 参加

■平成２５年度第３回研究会・幹事会 ２月８ 日(東京 港区勤労福祉会館）

『廃棄物発電所について』 さいたま市クリーンセンター大崎所長 三品雅昭氏

■ 平成２５年度第４回研究会・幹事会３月２２日（東京中央区立環境情報センター）

『廃棄物処理施設の熱・エネルギー供給を可能にする戦略』

鳥取環境大学サステイナビリテイ研究所 田中勝氏

□平成２６年度准研究会6月20日 （江戸東京博物館）

『低炭素社会の実現に向けて～電力ビジネスと清掃工場～』特別シンポ参加

■平成２６年度第１回研究会・幹事会７月２６日（東京中央区立環境情報センター）

『プラスチックリサイクルの動向』 プラスチック循環利用協会 阪口 修氏

（１）都市における『肝臓』＝環境保全施設

（２）熱・エネルギー供給施設

（３）資源回収施設

「廃棄物処理施設」の機能
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従量制有料化開始前に環境負荷・コスト増大を予防（１）
H元（１９９０）年５月～資源回収業者・伊達市と連携資源ごみ自主回収システム構築

　・当番の人が委員宅へ運ぶ 　

各家庭で10枚単位で

各家庭 枚数を上に書く

資源ごみ 　・回収業者が

 ・新聞・ほとんどの紙 　　リターナブルびんと カレット選別 　カレットと牛乳

 ・雑誌・段紙 　パックを除いた

 ・ダンボール・牛乳パック 　　・回収業者と当番の 　資源ごみ

 ・スチール・金属くず 　　  人が資源ごみをト ・回収業者のストックヤード

 ・アルミ・古布       ラックにつむ

 ・リターナブルびん

 ・カレット（ワンウェイびん）

・第１金曜午前10時 無 緑

・各家庭で分別し、玄関前に出す 色 青

・当番の人が色分け ・4色別にストック

・最後の家の前 ・一杯になると連絡

　午前11時45分

　清掃センター引取車来る

日藤商事

有料ゴミ袋

（収益で買う）
連絡調整

中央８区リサイクル委員

回収結果報告

井
尾
ガ
ラ
ス

・ ・茶・黒

図１　　私が考え実践されていた資源ごみ自主回収システム

牛乳パック

回収業者の

トラック

カレット セ
ン
タ
ー

清
掃

収

益

連

絡

・

調

整

収

益

容器

システム統率により資源循環法則の把握
①資源は需給により値段が変動する
②資源として一定品質でなければごみになる
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『熱・エネルギー供給と廃棄物処理施設』H25年研究発表会企画セッション要旨

■鳥取環境大学 田中勝氏
・廃棄物処理施設はＮＩＭＢＹからＰＩＭＢＹへ変えなくてはならない。
・日本では安全な処理、埋立量 少化をめざし廃棄物処理施設は作られてきた。
・２０１１年３月の原発事故により、ごみ発電は大きな役割が期待されている。
・世界的にもごみ発電等の再生可能エネルギーによる電力供給に関心が移ってきている。
・焼却施設の役割は、安全な処理、埋立量減量、エネルギー活用できるところにある。

・ごみ発電の潜在能力高く、大規模施設にし、高カロリー廃棄物を使えば高効率発電が可能

■埼玉県環境科学国際センター 鈴木和将氏
・焼却方式（焼却、ガス化、灰溶融）、エネルギー回収方法（電気、熱）、焼却灰、飛灰の処理方法など数
多くの選択肢があり、その中で効率的な処理システムを選択する必要がある。

・15焼却施設調査で も効率的施設は、対象施設中 大の900t/日ストーカ炉であった
・東日本大震災後のごみ発電対応調査で、総発電量は震災前より19%増、 総売電量も15%増。
ごみ処理量当たりの発電量は、震災前325kWh/t、震災後は367kWh/tと13%増加した。

・エネルギー・熱回収の効率化の課題はごみ分別（不燃残さ、廃プラ、産廃）、収集、技術シス
テムをどうするか？広域化、規模の大きい施設立地時のリスクコミュニケーション、

■日本大学理工学部 橋本 治氏
・現状では、廃棄物保有エネルギーは十分に利用されていない。電力と熱利用の併用により、
エネルギー回収効率向上が期待できる。

・熱利用には、清掃工場を熱負荷が集中した大都市の市街地へ設置する必要がある。
・工場立地による地価変動は、地域により異なる。住宅地、工場地では、地価は下がるが、
繁華街近くの市街地や建替工場では地価の明確な下落は見られない。

・市街地での地価変化から見ると、都市の中心市街地への工場立地は可能である。

・市街地への工場立地を可能とするため、廃棄物の安全管理が重要となる。
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パネリスト発表内容 １５:２５～1６:10

■コーデイネーター
田中 勝氏（鳥取環境大学）

■パネリスト
●「市町村一般廃棄物処理計画の分別対象廃棄物と資源化方法」

全国都市清掃会議
技術部長 荒井喜久雄氏

●「製品プラスチック・容器包装プラスチックのリサイクルの動向」
プラスチック循環利用協会
調査研究部長 阪口修氏

●「廃棄物処理施設の熱・エネルギー供給から見た分別のありかた」
さいたま市 環境局施設部

クリーンセンター大崎所長 三品雅昭氏

論点
１．熱・エネルギー供給を有効にするために

一般廃棄物処理基本計画の「対象廃棄物」の分別・資源化のありかた
↓
熱・エネルギー供給寄与率が高い、
使用済みプラスチック＝●容器包装プラスチック◎トレー、ペット等 単一素材プラ

◎その他容器包装プラ
●製品プラスチック ◎単一素材プラ

◎複合素材プラ
に的を当て議論する。

２．使用済みプラスチックはどのように分別・資源化されるべきか
下記の指標で判断する
①環境効率ー環境負荷（CO2の排出量）
②資源効率ー電気使用量で評価
③経済効率ートン当たりの処理料金
④住民の負担ー協力の容易さ

３．望ましい処理技術の選択

４．焼却施設の熱・エネルギー供給機能を有効にする手順・進め方

パネルデイスカション １６：１０～１６：４５
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東京23区の分別状況①

1(2)資源ごみ収集〔分別回収〕

№ 区 名 紙類 繊
維
類

金属類 ガラス類        類 そ
の
他

紙
パ
ッ
ク

新
聞
紙

雑
誌

段
ボ
ー
ル

紙
類
・そ
の
他

缶
・混
合

缶
・ス
チ
ー
ル

缶
・
ア
ル
ミ

金
属
類
・
そ
の
他

び
ん
・混
合

び
ん
・色
別

び
ん
・ワ
ン
ウ
ェ
イ

び
ん
・リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

ガ
ラ
ス
類
・そ
の
他

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
そ
の
他

1 千代田区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 中央区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 港区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 新宿区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 乾電池・スプレー缶・カセットボンベ

5 文京区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 台東区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 墨田区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 江東区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 品川区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 乾電池・蛍光灯・水銀式体温計・血圧計

10 目黒区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 大田区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 世田谷区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 渋谷区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ スプレー缶・カセットボンベ

14 中野区 ○ ○ ○ ○ プラスチック製容器包装

15 杉並区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 豊島区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 北区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 荒川区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 板橋区 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 練馬区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 足立区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食品トレイモデル回収

22 葛飾区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 江戸川区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区部 計 15 22 22 22 19 1 23 0 0 1 23 0 ‐ 0 0 0 23 8 13

出典:東京都資料
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1(3)資源ごみ収集〔拠点回収〕

№ 区 名 紙類

繊
維
類

金属類 ガラス類        類

そ
の
他

紙
パ
ッ
ク

新
聞
紙

雑
誌

段
ボ
ー
ル

紙
類
・そ
の
他

缶
・混
合

缶
・ス
チ
ー
ル

缶
・ア
ル
ミ

金
属
類
・そ
の
他

び
ん
・混
合

び
ん
・色
別

び
ん
・ワ
ン
ウ
ェ
イ

び
ん
・リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

ガ
ラ
ス
類
・そ
の
他

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・そ
の
他

1千代田区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2中央区 ○ ○ ○ ○ 廃食用油、乾電池、蛍光管、インクカートリッジ

3港区 ○ ○ ○ ○

4新宿区 ○ ○ ○ 乾電池

5文京区 ○ ○ ○ ○ ○ 乾電池

6台東区 ○ ○ ○ ○ ビデオテープ類・廃食用油・インクカートリッジ

7墨田区 ○ 乾電池・廃食用油

8江東区 ○ ○ 乾電池・蛍光管

9品川区 ○ 廃食用油・不要園芸土

10目黒区 ○ ○

11大田区 ○ 廃食用油

12世田谷区 ○ ○ ○ ○ 廃食用油

13渋谷区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 小型家電９品目

14中野区 ○ ○ ○ 一次乾電池

15杉並区 ○

16豊島区 ○ ○ 乾電池・廃食用油・蛍光管

17北区 ○ ○ ○

18荒川区 ○ ○

19板橋区 ○ ○ ○ ○ 廃食用油

20練馬区 ○ ○ ○ 乾電池・廃食用油・蛍光管小型家電・蛍光管

21足立区 ○

22葛飾区 ○ ○ ○ ○ 蛍光管・乾電池

23江戸川区 ○ ○

区部 計 14 2 2 3 0 12 2 1 1 0 1 1 ‐ 0 0 0 21 10 4

東京23区の分別状況②

出典:東京都資料

3.プラスチックリサイクルの課題

(1)プラスチックリサイクルの取り組み

国及び市町村の方針

リサイクルは常に正とする思い込み

初期の環境対策等の未成熟

埋立処分場の処分容量のひっ迫
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(２)プラスチックリサイクルの課題

コストがかかる(分別、運搬、処理、・・・）

リサイクルは常に正とする思い込み

環境対策等の未成熟

公共の調達:総合評価制度の導入

４．プラスチックリサイクルへの一私見

サーマルリサイクルー特に発電へ取組の強化

環境技術の充実・発展

電力の価値の向上

ごみ発電技術の進歩
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Ⅰ. フロー図に見るプラスチック
リサイクルの動向

2

製品プラスチック・容器包装プラスチックの
リサイクルの動向

目 次

Ⅰ. フロー図に見るプラスチックリサイクルの動向

Ⅱ. 容リプラスチック、製品 プラスチック及びＰＥＴボトルの

リサイクル動向に ついて

Ⅲ. 容リプラ、ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ、製品プラ、産廃プラの処理費用

（資源化）について

Ⅳ. 一般廃棄物（ごみ）の発電について

Ⅴ.その他プラのリサイクル手法別環境負荷と今後のプラス

チックの分別・リサイクルのあるべき姿（私見）

1

2014.9.15.

（一社）プラスチック循環利用協会 阪口 修
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廃プラの処理・処分量と有効利用率
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5

Ⅱ. 容リプラスチック（その他プラ）、製品プ
ラスチック及びＰＥＴボトルのリサイクル
動向について(環境省データを基に)

使用データ類
１）環境省リサイクル対策部廃棄物対策課 「日本の廃棄物処理」
２）環境省リサイクル対策部企画課リサイクル推進室 「容器包装廃棄物

の使用・排出実態調査」
３）（公財）日本容器包装リサイクル協会公表データ

6
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家庭排出ごみ中のプラスチック量の推移
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出典：環境省「日本の廃棄物処理」と「容器包装廃棄物の使用・排出実態調査」を基に

cf：家庭排出ごみは一般廃棄物の約５５％を占める

7

市町村等における一般廃棄物中のプラス
チック資源化量推移

2006～2009年度はプラスチック類として集計されたデータをその他プラとした（製
品プラも含まれている可能性大）

出典：環境省リサイクル対策部廃棄物対策課 「日本の廃棄物処理」より
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ＰＥＴボトルのリサイクル推移
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割合は家庭排出ごみ中のＰＥＴﾎﾞﾄﾙ量に対するもの 出典：容リ協公表データ10
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その他プラのリサイクル推移
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出典：容リ協公表データ 12
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Ⅲ. 容リプラ、ＰＥＴﾎﾞﾄﾙ、製品
プラ、産廃プラの処理費用
（資源化）について

13
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その他プラ、製品プラの処理費用
１．その他プラは再商品化費用に自治体の収集・選別費用が必要

・その他プラの処理費用（H20～21年度ﾃﾞｰﾀ)

- 収集・選別費用＝￥３９～６０/ｋｇ(*)

- 再商品化費用 ＝￥６３/ｋｇ（H21年度）

- 合計 ＝￥１０２～１２３/ｋｇ(*)

・燃やせるごみの収集・処理費用：￥３１～４３/ｋｇ(*)

その他プラを再資源化するための費用はごみを焼却処理する

費用の約３倍 (*)（出典：プラスチックごみの処理方法を考える研究会 「廃プラスチック

の再商品化を進めるべきか？」(2011年発表）より）

２．自治体収集製品プラの資源化費用

・大部分はRPF製造業者に委託しRPFにしている。

・委託単価：24～58 /kg（中心値37 /kg)（自治体収集費用は含まず）

（出典：PWMI「2012年度廃プラスチック処理に関する自治体調査報告（製品プラスチックを

資源化している自治体）」より）
15

産廃プラの処理費用
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処理手法別の総費用（推計）

（注１）運搬費用を¥20/kgとした

‐113

‐57
‐37

20
5 6

‐93

‐52

‐31

‐120

‐100

‐80

‐60

‐40

‐20

0

20

40

‐120

‐100

‐80

‐60

‐40

‐20

0

20

40

総
計(

¥
/
k
g)

費
用
又
は
価
格(

¥
/
k
g)

収集・運搬費用＋処理費用 製品価格 総計

その他プラのマテ
リアルリサイクル

製品プラスチック
のＲＰＦ化

ごみ焼却発電

（注２）焼却の製品価格は8年間平均ごみ発電原単位とスポット電力価格を
使用（0.56KWh/kg、¥10.23/KWh)

17

Ⅳ.一般廃棄物（ごみ）の発電について

環境省リサイクル対策部廃棄物対策課

「一般廃棄物の排出及び処理状況等」

の データを基に

(産廃データは環境省大臣官房廃棄物・リサイクル
対策部 「産業廃棄物行政組織等調査報告書」より）
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一般廃棄物中のプラスチック焼却量

出典：環境省リサイクル対策部廃棄物対策課「一般廃棄物の排出及び処理状況等」を基に
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総発電量と廃プラ焼却量
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出典：環境省リサイクル対策部廃棄物対策課「一般廃棄物の排出及び処理状況等」を基に
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発電原単位（水分含む全処理量当り）
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廃プラスチックの発電への寄与
（ごみ組成を基に）

１．２０１２年度の焼却組成データ

発熱量ベースで約５０％程度と推定される

H24年度焼却組成 合計 紙・布類
ビニール、合
成樹脂、ゴ
ム、皮革類

木、竹、
わら類

ちゅう芥
類

不燃物類 その他

数量（千ｔ） 19,220 9,327 4,064 1,812 2,752 586 678

比率 100.0% 48.4% 21.1% 9.4% 14.6% 3.0% 3.5%

各組成の発熱量(KJ/kg)* 15,214 13,200 36,200 6,600 3,900 0とする 0とする

各組成別発熱量(TJ) 292,925 123,116 147,117 11,959 10,733 0 0

発熱量に対する寄与率 100% 42% 50% 4% 4% 0% 0%

*：PWMI「プラスチックリサイクルも基礎知識２０１４」２６頁より　（紙・布類は紙のデータ、ビニール、合成樹脂、ゴム、皮革類は廃
プラスチックのデータを使用）
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廃プラスチックの発電原単位（推定）
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廃プラスチックの燃料としての価値
（ＪＥＰＸのスポット電力価格を基に推定）

スポット電力価格はＪＥＰＸ（日本卸電力取引所）のシステム
プライスの年度平均を使用
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リーマンショック 東日本大震災

東日本大震災
以降スポット電
力価格の上昇
に伴い廃プラス
チックの発電用
燃料としての価
値がアップして
いる
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Ⅴ.その他プラのリサイクル手法別
環境負荷と今後のプラスチック
の分別・リサイクルのあるべき姿
（私見）

25

その他プラの環境負荷
－ 消費エネルギー削減原単位 －
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(*3)微粉炭代替
(*4)収率75%
(*5)発電効率10%
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効
果

容リ協「プラスチック製容器包装再商品化手法に関する環境負荷等の検討Ⅱ」（H24年6月）より
抜粋 （（社）産業環境管理協会の「MiLCA」を使用したデータ） 26
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その他プラの環境負荷
－ CO2削減原単位 －
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(*2)アンモニア製造
(*3)微粉炭代替
(*4)収率75%
(*5)発電効率10%

容リ協「プラスチック製容器包装再商品化手法に関する環境負荷等の検討Ⅱ」（H24年6月）より
抜粋 （（社）産業環境管理協会の「MiLCA」を使用したデータ） 27

今後のプラスチックの分別・リサイクルの
あるべき姿（私見）

(＊)その他のプラスチック製容器包装

ＭＲ：マテリアルリサイクル、ＣＲ：ケミカルリサイクル、ＴＲ：エネルギーリカバリー

ＴＲは発電を含めた熱利用効率の向上が課題

プラスチック類 分別方法 リサイクル手法

ボトル類 ＭＲ

ＣＲ

ＲＰＦ

トレイ類 ＭＲ

汚れたプラ ＴＲ

単一素材 ＭＲ

ＣＲ

ＲＰＦ

ＴＲ

その他プラ(*)

製品プラスチック

フィルム類

単一素材以外
及び汚れたプラ
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